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第4回定例会／補正予算第4回定例会／補正予算

保育士の技能や経験に  応じた処遇改善を実施
平
成
29
年

第
４
回
定
例
会

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日（
火
）か
ら
12
月
14
日（
木
）ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。今
定
例
会

で
は
、各
会
派
の
代
表
質
問
や
一
般
質
問
の
ほ
か
、市
長
か
ら
条
例
、補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、審
議
の

結
果
、全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、定
例
会
の
様
子
は
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
録
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

補正予算（第5号）保育所事業費　など11億5,866万円増額を可決
平成29年度
一般会計

◇補正予算の可決に伴い、実施される事業など一部を
紹介します。補正予算事業の紹介

●主な質疑

●主な質疑

●主な質疑

処遇改善の詳細は。
処遇改善は、政府が保育士の低賃金の改善などにより保育士の確保や資質の向上を図
る目的で実施するものである。今年度は、全保育士を対象に一律2％の給与引き上げを
実施し、併せて技能・経験を積んだ中堅保育士の賃金を増額する。

世帯数はどれくらい増えているのか。
10月末で昨年と比べ、34世帯増加した。

処遇改善の補正総額は。
総額で6,250万円を見込んでいる。

Q

Q

Q

A

A

道徳教育の事前準備の内容は。
指導書等を使い、年間指導計画の作成などを
行う。

Q
A

A

市内保育所事業【8,100万円の増額】
　市内の私立保育園の運営費の一部を負担する事業です。市内の私立
保育所に入所する未満児の増加や新たな保育士の処遇改善の加算によ
り、補正を行うものです。

小学校教育振興費【247万円の増額】
　平成30年度から教科化される「道徳」について、４月からの指導方針を確立するため、教師用
教科書・指導書を購入する事業です。

　一般会計補正予算（第 5 号）は、繰越金、国庫負担金、
市民税などを財源に、基金費、児童福祉費、生活保護費
などの増額の補正予算が提出され、採決の結果、全会一
致で可決しました。

●歳入（財源） ※△は減額

項　目 金　額
繰 越 金 8 億 5,900 万円
国 庫 支 出 金 1 億 5,100 万円
市 民 税 8,000 万円
県 支 出 金 4,894 万円
繰 入 金 1,803 万円
諸 収 入 199 万円
市 債 △ 30 万円

●歳出（使いみち） ※青字と△は減額

項 目 おもな事業 金　額
基 金 費 財政調整基金積立 6 億 3,600 万円
民 生 費 認定こども園等事業、市内保育所事業、扶助費（生活保護費）、自立支援給付事業 5 億 1,017 万円

教 育 費 小学校施設整備費（竜王西小学校屋外非常階段改修）、敷島中学校費（アーチェリー
場改修）、小学校教育振興費 2,443 万円

消 防 費 常備消防負担金、自主防災組織補助事業 402 万円
総 務 費 総務管理関係嘱託・非常勤職員等費、企画管理費（委員報酬） 237 万円
衛 生 費 広域事務組合負担金 35 万円
土 木 費 道路新設改良事業、公園整備事業、合併浄化槽事業特別会計繰出金 △ 1,868 万円
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甲斐市生活保護受給世帯の状況

保育園の様子

総合学習の様子

●特別会計補正予算
会　  　計　  　名 補正前の額 補正額 総額

国民健康保険特別会計補正予算 ( 第３号 ) 92 億 5,570 万円 3 億 9,759 万円 96 億 5,329 万円
後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第２号 ) 6 億 6,812 万円 85 万円 6 億 6,897 万円
介護保険特別会計補正予算 ( 第２号 ) 46 億 3,109 万円 6,461 万円 46 億 9,570 万円
介護サービス特別会計補正予算（第１号） 1,059 万円 11 万円 1,070 万円
合併浄化槽事業特別会計補正予算（第１号） 2,910 万円 ※財源更正 2,910 万円

扶助費（生活保護費）【7,668万円の増額】
　生活保護受給者に対し、必要な生活費などの給付を行う事業です。今年度、生活保護受給世
帯および受給者数の伸びにより、当初予算額では、不足が見込まれることから補正を行うもの
です。

※財源更正とは、歳出予算額は増減せず、その歳出の財源の内訳を変更すること
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第4回定例会／条例・追加議案第4回定例会／委員会レポート

甲
斐
市
竜
王
中
部
公
園
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

４
月
か
ら
の
供
用
開
始
決
ま
る

建設中の甲斐市竜王中部公園セミナーハウス

●主な質疑
公園の体験学習施設として設置をするなかで、利用の仕方に制約等があるか。
有事の際は防災拠点となるが、通常は、社会教育施設の生涯学習の拠点として利用
できる。

Q
A

今定例会で審査した条例の一部を紹介します。

条 例 の 審 査

甲斐市竜王中部公園セミナーハウス条例の制定の件
甲斐市竜王中部公園セミナーハウスの建築に伴い、設置および管理に関して必要な事
項を定めるために条例を制定するものです。

■追加補正予算の状況 ※△は減額

会　計　名 補正前の額 補正額 総額
一般会計補正予算（第６号） 263億6,326万円 2,762万円 263億9,088万円
国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 96億5,329万円 △106万円 96億5,223万円
後期高齢医療特別会計補正予算（第３号） 6億6,897万円 22万円 6億6,919万円
介護保険特別会計補正予算（第３号） 46億9,570万円 106万円 46億9,676万円
簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 9,417万円 5万円 9,422万円
地域し尿処理施設特別会計補正予算（第２号） 1,692万円 1万円 1,693万円
下水道事業特別会計補正予算（第２号） 23億8,414万円 38万円 23億8,452万円
水道事業会計補正予算（第３号） 7億4,322万円 34万円 7億4,356万円

甲斐市竜王中部公園

　国家公務員の給与改定等にかんがみ、職員、特別職および議員の期末手当の支給率
を改定する条例および一般会計補正予算などが定例会最終日に提出され、全て原案の
とおり可決されました。

職員、特別職および
議員の期末手当増額へ

甲斐市職員給与条例の一部改正の件や一般会計補正予算（第６号）など追加議案を可決

今定例会における各常任委員会での
議案審査の質疑を抜粋してお伝えし
ます。

（12月6、7日開催）委員会レポート
条例・補正予算

総務教育常任委員会

概要：竜王西小学校非常用階段の改修工事による増額
なぜ補正対応なのか。
今年度に要望があり、現地を確認したところ、
早急な対応が必要と判断した。

Q
A

小学校施設整備費 1,240 万円の増額補正

概要：障がい福祉サービスの日中活動系サービス、
生活訓練利用者の増加に伴い増額

概要：平成 28 年度介護給付費負担金の確定に伴う
国および県への返還金並びに介護認定審査会
費等の増額

公費負担は、個人または施設にするのか。単価
はどの市町村も同じか。
公費負担は、施設に支払う。単価は一律である。

Q

A

介護認定審査会費の増額の理由は。
平成 30 年の介護保険法の改正により、介護
認定審査会システム改修を行うためである。

Q
A

自立支援給付事業 5,493万円の増額補正

介護保険特別会計補正予算（第2号） 6,461万円の増額補正

概要：山梨県県税条例の改正に伴い、軽自動車税が減
免となる障がい等級の見直しなどを行うもの。
いつの時点で減免を判断するのか。
軽自動車の賦課の基準日の４月１日である。

Q
A

甲斐市税条例等の一部改正の件条例

建設経済常任委員会

厚生環境常任委員会

物件補償費減額の理由は。
物件補償調査により、補償額の確定によるも
のである。

Q
A

概要：中部公園セミナーハウス建築工事等の入札差金
や（仮称）上八幡公園整備事業に伴う物件補償
費の減額など

公園整備事業 341 万円の減額補正

遅れている原因は何か。
長塚橋の架け替えだけでなく、前後の護岸工
事も行っているなか、基礎工事に時間を要し
ていると聞いている。

Q
A

概要：長塚橋架け替え工事の県発注工事の遅れによ
り、甲斐市負担分の工事着手が見込めないこと
による減額

道路新設改良事業 1,516 万円の減額補正

長塚橋架け替え工事

（仮称）上八幡公園建設予定地

介護の様子

議案を
チェック
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第4回定例会／表彰の伝達・議案審議結果代表質問
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議案第 63 号 甲斐市竜王中部公園セミナーハウス条例の制定の件 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 64 号 甲斐市税条例等の一部改正の件 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 65 号 甲斐市都市公園条例の一部改正の件 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 66 号 平成29年度甲斐市一般会計補正予算(第5号) 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 67 号 平成29年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算(第3号) 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 68 号 平成29年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予算(第2号) 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 69 号 平成29年度甲斐市介護保険特別会計補正予算(第2号) 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 70 号 平成29年度甲斐市介護サービス特別会計補正予算(第1号) 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 71 号 平成29年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計補正予算(第1号) 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 72 号 市道路線認定の件 12 月 11 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 73 号 甲斐市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正の件 12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 74 号 甲斐市の市長等の給与等に関する条例の一部改正の件 12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 75 号 甲斐市職員給与条例の一部改正の件 12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 76 号 平成29年度甲斐市一般会計補正予算（第6号）12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 77 号 平成29年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算（第4号） 12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 78 号 平成29年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 79 号 平成29年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第3号） 12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 80 号 平成29年度甲斐市簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 81 号 平成29年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計補正予算（第2号） 12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 82 号 平成29年度甲斐市下水道事業特別会計補正予算（第2号） 12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 83 号 平成29年度甲斐市水道事業会計補正予算（第3号）12 月 14 日 可決 ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号

会派名
議席番号

議員名

議案名

平成29年 第４回 定例会 議案審議結果 ○…賛成　×…反対　欠…欠席

※議長（小浦宗光）は可否同数以外は採決に加わらない。

市
政
を
問
う

代表質問

　第４回定例会では各会派から６人の議員が代表質問を行い、2 日間にわたり活発
な議論を展開しました。
　代表質問とは、所属する会派を代表して、執行機関に対し、事務の執行状況や将
来に対する方針等について、所信を質し、あるいは報告、説明を求め又は疑問を質
すことを言います。
　質問と答弁を要約した内容は、8 ページから 13 ページです。
　なお、議会ホームページで、代表質問の録画を配信していますのでご覧ください。

QR コードはこちら→

甲斐市議会 検  索

12
月
11
日（
月
）

12
月
12
日（
火
）甲斐市民クラブ　9ページ

五味 武彦 議員
①北部地域諸開発とグランドデザインに

ついて
②甲斐市の観光・産業創出等について

新政クラブ　12ページ
赤澤　厚 議員
①今後の市として取り組んでいく施策の
課題と対応について

創政甲斐クラブ　10ページ
内藤 久歳 議員
①持続可能な財政運営について
②林地開発　太陽光発電　2か所について
③リニア駅につながる公共交通の整備について
④インターンシップ制度の導入について
⑤電気自動車（EV）充電スタンドについて
⑥茅ヶ岳東部農道沿いの桜の木植樹について
⑦水道管の耐震率状況について

日本共産党甲斐市議団　13ページ
松井　豊 議員
①2018（H30）年度予算作成にあたって
の市長の姿勢は

公明党　8ページ
保坂 芳子 議員
①「甲斐市まち・ひと・しごと創生総合戦

略」の今後の展開について
②「人づくり革命」の推進を
③「地域福祉」を活性化させるために市と

社協の連携を
④介護保険の住宅改修サービス受領委任

払い制度導入を
⑤「セカンドブック」導入を
⑥合唱運動の推進で甲斐市を元気に

颯新クラブ　11ページ
小澤 重則 議員
①甲斐市の財政状況と今後の展望について
②新学習指導要領について
③韮崎警察署移転建て替えについて
④マイナンバー制度情報連携について
⑤山梨県子育て条例について

表彰の伝達

●小浦宗光議長
　山梨県市議会議長会から、平成28年度山梨県市議会議長会副会長の功労によ
り表彰されました。

　定例会初日（12月5日）に議員表彰の伝達式を行いました。
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代表質問・公明党代表質問・甲斐市民クラブ

新山梨環状道路計画の現状と進捗状況は
市長▶11月に国土交通大臣に整備促進と早期事業化を求め陳情した

甲斐市民クラブ　五味 武彦  議員

五
味 

甲
斐
市
北
部
地
区
を
含
む

甲
武
信
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が

再
申
請
さ
れ
た
。今
後
の
展
開
と
将

来
像
は
。

市
長 

優
れ
た
自
然
環
境
の
永
続

的
な
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活
用

に
協
働
で
取
り
組
み
、自
然
の
恩
恵

を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
。

五
味 

県
が「
や
ま
な
し
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
条
例
」
を
制
定
し
た
。

市
内
の
幼
・
保
育
園
で
の
自
然
保

育
活
動
の
実
績
や
計
画
は
。

子
育
て
健
康
部
長 

自
然
と
触
れ
合

う
機
会
を
持
つ
こ
と
は
子
ど
も
の
感

受
性
を
高
め
、五
感
を
刺
激
す
る
と

言
わ
れ
る
。公
園
に
引
率
し
た
り
、田

ん
ぼ
で
泥
ん
こ
遊
び
を
行
っ
て
い

る
。今
後
も
活
動
を
推
進
す
る
。

五
味 

国
の「
森
林
バ
ン
ク
」制
度

構
想
と
県
の
森
林
税
と
の
二
重
課

税
な
ど
整
合
性
は
。

市
長 

国
や
県
の
動
向
を
注
視
す

る
中
で
課
税
制
度
を
把
握
し
各
市
町

村
と
連
携
、提
言
や
要
望
を
行
う
。

五
味 

菖
蒲
沢
地
内
の
大
型
太
陽

光
発
電
施
設
開
発
が
許
可
さ
れ
た
。

事
前
協
議
や
地
元
説
明
会
の
経
過

と
太
陽
光
施
設
検
討
委
員
会
の
設

置
の
考
え
は
。

市
長 

県
や
市
で
事
前
協
議
を
重

ね
た
。地
元
説
明
会
で
防
災
対
策
の

要
望
が
あ
っ
た
が
具
体
的
な
反
対

は
な
か
っ
た
。太
陽
光
施
設
検
討
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
県
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

五
味 

北
部
地
域
開
発
に
関
し
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
構
想
は
。

企
画
政
策
部
長 

都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
各
政
策
の
中
で

地
域
の
特
性
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。甲
斐
市
第
２

次
総
合
計
画
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。

五
味 

市
の
地
域
資
源
開
発
「
ふ

る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
」の
実
績
と

今
後
の
取
り
組
み
、民
間
事
業
者
へ

の
開
発
補
助
金
制
度
の
考
え
が
な

い
か
。

市
長 

甲
斐
市
商
工
会
の
桑
の
葉

事
業
を
国
内
外
で
展
開
し
て
い
る
。

他
の
特
産
品
も
商
工
会
や
農
協
な

ど
の
地
域
資
源
開
発
の
状
況
に
よ

り
支
援
協
力
し
、補
助
金
は
市
内
民

間
業
者
の
要
望
状
況
に
よ
り
検
討

す
る
。

五
味 

文
化
的
景
観
の
亀
沢
の
棚

田
の
大
木
処
理
や
開
墾
な
ど
保
存

や
開
発
の
た
め
の
助
成
は
。

建
設
産
業
部
長 

棚
田
保
存
会
と

意
見
交
換
す
る
中
で
保
存
活
動
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、本
年
度

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
参
加

す
る
な
ど
、今
後
も
積
極
的
に
支
援

し
た
い
。

五
味 

甲
斐
市
の
新
味
覚
の
ま
ち

づ
く
り
、Ｂ
級
グ
ル
メ
な
ど
の
開
発

施
策
は
。

市
長 

さ
つ
ま
い
も
、や
は
た
い

も
、赤
坂
と
ま
と
な
ど
を
活
用
し
、

新
規
の
味
覚
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

商
工
会
や
民
間
事
業
者
等
に
よ
る

新
規
味
覚
や
Ｂ
級
グ
ル
メ
作
り
に

期
待
す
る
。

五
味 

県
の
山
梨
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業

生
産
工
程
管
理
）
認
証
に
よ
り
、東

京
五
輪
の
選
手
村
で
も
使
用
で
き

る
食
材
に
も
な
る
。農
業
従
事
者
の

関
心
と
指
導
や
Ｐ
Ｒ
は
。

市
長 

「
赤
坂
と
ま
と
」
が
今
年
度

中
の
認
証
に
向
け
て
い
る
ほ
か
、市

内
Ｊ
Ａ
各
所
も
野
菜
で
認
証
の
準

備
や
検
討
を
し
て
い
る
。

五
味 

人
口
増
や
魅
力
あ
る
甲
斐

市
の
た
め
今
後
は
若
い
力
に
よ
る

企
画
、提
言
の
積
極
的
な
活
用
が
必

要
と
思
う
が
。

市
長 

市
の
若
手
職
員
に
よ
る「
甲

斐
市
政
策
研
究
所
」
を
昨
年
立
ち
上

げ
、地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
を
研

究
し
、３
月
に
提
言
を
発
表
す
る
。

ま
た
、学
生
と
企
業
や
団
体
と
の
協

働
に
よ
る
「
ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
も
実
施
、12
月
に
都
内
の
マ
ル

シ
ェ
で
プ
ラ
ン
を
実
施
し
た
。今
後

も
若
年
層
の
定
着
な
ど
若
い
力
を

生
か
し
た
い
。

北
部
地
域
開
発
で
の
森

林
施
策
に
つ
い
て

甲
斐
市
の
観
光
・
産
業

創
出
に
つ
い
て

新山梨環状道路北部区間（仮）牛句IC予定地からの北部地域

若い力・ミライプロジェクト「玉川グリーンマーケットでの活動」

「甲斐市まち・ひと・しごと創生総合戦略」について
市長▶山梨中央銀行と地方創生に関する協定を締結

公明党　保坂 芳子  議員

保
坂 

山
梨
中
央
銀
行
八
王
子
支

店
で
初
め
て
開
催
す
る「
甲
斐
市
移

住
定
住
相
談
会
」と
は
。

市
長 

平
成
30
年
１
月
20
日
に
移
住

相
談
会
を
多
摩
方
面
対
象
に
行
い
甲

斐
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
。

保
坂 

移
住
者
の
数
は
。

企
画
政
策
部
長 

平
成
28
年
度
は

約
３
万
３
千
６
０
０
人
が
都
内
で
の

移
住
相
談
会
に
参
加
し
、２
２
１
人

の
個
別
相
談
を
受
け
、現
在
19
人
が

移
住
に
至
る
。

市
長 

市
と
甲
斐
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
社
協
）
は
福
祉
行
政
の
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。

保
坂 

し
か
し
、市
民
に
は
社
協
の

認
知
度
が
低
い
。何
故
か
。

福
祉
部
長 

社
協
の
活
動
計
画
で

は
、「
住
民
か
ら
頼
ら
れ
る
存
在
に
な

り
え
て
い
な
い
」「
住
民
の
悩
み
を
社

協
が
把
握
で
き
て
い
な
い
」「
社
協
と

市
の
役
割
が
住
民
に
浸
透
し
て
い
な

い
」と
捉
え
て
お
り
、よ
り
地
域
に
密

着
し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

保
坂 

社
協
へ
の
市
の
支
援
は
。

福
祉
部
長 

市
か
ら
の
補
助
金
、受

託
金
、市
民
か
ら
の
会
費
や
寄
付

金
、共
同
募
金
等
を
財
源
と
し
て

い
る
。

市
長 
県
の「
ひ
き
こ
も
り
者
調
査
」

で
は
甲
斐
市
は
41
名
で
あ
る
。

保
坂 
社
協
の
甲
斐
市
障
害
者
基

幹
相
談
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
「
さ

わ
や
か
サ
ポ
ー
ト
会
議
」
で
市
と

連
携
し
て
い
る
と
聞
く
が
、就
労
状

況
等
は
。

福
祉
部
長 

平
成
29
年
度
現
在
で

３
人
が
関
係
機
関
の
尽
力
で
就
労
等

に
よ
る
ひ
き
こ
も
り
状
態
を
解
決
し

て
い
る
。現
在
も
17
人
に
相
談
支
援

を
し
て
い
る
が
、相
談
件
数
は
平
成

27
年
度
１
４
５
件
、平
成
28
年
度
は

４
３
７
件
だ
っ
た
。

市
長 

相
談
内
容
の
複
雑
化
、困

難
化
が
進
み
、報
酬
、雇
用
形
態
の

検
討
が
必
要
と
考
え
、協
議
を
進

め
る
。

市
長 

市
か
ら
事
業
者
へ
直
接
支

払
う
受
領
委
任
払
い
導
入
は
県
内

13
市
中
８
市
で
あ
る
。今
後
検
討
し

て
い
く
。

教
育
長 

「
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
事

業
の
代
わ
り
に
絵
本
の
リ
ス
ト
配

布
を
し
、３
歳
児
ま
で
の
対
象
に
加

え
、小
学
校
低
学
年
、中
学
年
、高
学

年
お
よ
び
中
学
生
対
象
に
来
年
４

月
か
ら
図
書
館
・
市
内
小
中
学
校

へ
の
配
布
を
新
た
に
準
備
し
、本
も

各
図
書
館
に
設
置
す
る
。

市
長 

幼
児
教
育
の
場
で
年
長
児

対
象
に
指
揮
を
執
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
歌
声
集
会
を
実
施
し
、来
年
２

月
16
日
に
２
回
目
を
予
定
し
て
い

る
。今
後
園
児
全
員
が
指
揮
を
執
り

自
己
表
現
の
向
上
を
目
指
し
た
い
。

保
坂 「
甲
斐
市
の
歌
」の
制
定
は
。

企
画
政
策
部
長 

旧
双
葉
町
に
は

「
緑
の
風
」
が
あ
っ
た
が
、現
在
甲

斐
市
の
歌
は
な
い
。市
制
祭
の
節
目

の
事
業
と
し
て
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
導
入

を合
唱
運
動
の
推
進
で
甲

斐
市
を
元
気
に

在宅介護者お茶のみカフェ

「
地
域
福
祉
」活
性
化
は

市
と
社
会
福
祉
協
議
会

の
連
携
で

家
庭
相
談
員
の
報
酬
、

雇
用
形
態
の
見
直
し
を

介
護
保
険
の
住
宅
改
修

サ
ー
ビ
ス
受
領
委
任
払

い
制
度
導
入
を

ひ
き
こ
も
り
者
の
状
況

は

子育てママリフレッシュ交流会
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代表質問・創政甲斐クラブ代表質問・颯新クラブ

持続可能な財政運営について聞く
市長▶平成32年度から地方交付税が一本算定の交付となる

創政甲斐クラブ　内藤 久歳  議員

内
藤 

一
本
算
定
後
の
地
方
交
付
税

の
見
通
し
に
つ
い
て
聞
く

市
長 

平
成
28
年
度
の
普
通
交

付
税
は
49
億
９
千
万
円
余
り
が
交

付
さ
れ
た
が
、一
本
算
定
の
算
定

額
は
43
億
５
千
万
円
余
り
で
約

６
億
４
千
万
円
減
額
と
な
る
こ
と
か

ら
、概
ね
こ
の
水
準
で
の
交
付
額
と

な
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

内
藤 
合
併
特
例
債
を
含
む
市
債
の

発
行
状
況
と
今
後
の
発
行
予
定
に
つ

い
て
聞
く

市
長 

平
成
28
年
度
の
市
債
の
発
行

は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
合
併
特
例
債

と
交
付
税
の
代
替
措
置
と
し
て
発
行

し
た
臨
時
財
政
対
策
債
で
、発
行
額

は
16
億
３
千
７
百
万
円
と
な
っ
て
い

る
。合
併
特
例
債
の
発
行
可
能
額
は

総
額
で
２
６
８
億
５
千
百
万
円
余
り

で
あ
る
が
、平
成
29
年
度
に
お
い
て

24
億
７
千
４
百
万
円
余
り
の
発
行
を

予
定
し
て
い
る
の
で
、平
成
29
年
度

末
ま
で
に
発
行
可
能
額
の
約
78
％
と

な
る
２
０
９
億
３
千
４
百
万
円
余
り

を
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。

内
藤 

市
の
市
債
残
高
の
水
準
を
ど

う
考
え
る
か
。

市
長 

一
般
会
計
の
平
成
28
年
度
末

の
現
在
高
は
２
４
９
億
３
千
９
百
万

円
余
り
と
な
っ
て
い
る
。県
内
13
市

の
中
で
比
較
す
る
と
、総
額
で
は
４

番
目
に
多
い
市
債
残
高
と
な
っ
て
い

る
が
、市
民
一
人
あ
た
り
の
13
市
の

平
均
は
51
万
１
千
円
の
と
こ
ろ
、甲

斐
市
は
33
万
２
千
円
で
13
市
中
２
番

目
に
少
な
く
、発
行
抑
制
に
努
め
て

い
る
。

内
藤 

財
政
調
整
基
金
の
備
え
に
つ

い
て
聞
く
。

市
長 

本
市
の
財
政
調
整
基
金
に

つ
い
て
は
、平
成
28
年
度
末
の
現
在

高
は
39
億
１
千
８
百
62
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
る
。財
政
調
整
基
金
は
、年

度
間
の
財
源
の
不
均
衡
と
調
整
す
る

た
め
、地
方
財
政
法
で
設
置
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
基
金
で
あ
り
、財

源
調
整
等
の
場
合
の
み
取
り
崩
し
が

で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

引
き
続
き
法
に
則
っ
た
基
金
運
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長 

こ
れ
ま
で
、山
梨
県
滞
納
整

理
機
構
へ
の
職
員
の
派
遣
や
、収
納

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
徴
収
ノ
ウ
ハ

ウ
の
指
導
、助
言
を
受
け
る
な
ど
、徴

収
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
、

大
口
滞
納
や
徴
収
困
難
案
件
へ
の
対

応
を
進
め
て
き
た
。ま
た
、納
税
者
の

利
便
性
を
図
る
た
め
、コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
に
お
け
る
市
税
の
納
付

を
可
能
と
す
る
な
ど
、収
納
率
の
向

上
を
図
っ
て
き
た
。納
税
は
、納
期
内

の
自
主
納
付
が
基
本
で
あ
り
、広
報

等
を
通
じ
て
納
税
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、悪
質
な
滞
納
者
に
つ

い
て
は
、預
金
や
給
与
等
の
財
産
の

差
し
押
さ
え
を
行
う
な
ど
滞
納
処
分

を
行
っ
て
い
る
。

市
長 

現
在
、本
市
の
職
員
定
数
に

つ
い
て
は
、平
成
27
年
度
末
に
策
定

し
た
第
３
次
定
員
適
正
化
計
画
に

基
づ
き
、平
成
33
年
４
月
１
日
、職

員
数
４
６
０
人
を
目
標
と
し
て
、年

度
ご
と
、計
画
的
に
定
員
管
理
を
進

め
て
い
る
。今
後
は
、多
種
多
様
な

行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
た

め
に
、職
員
採
用
計
画
に
基
づ
き
、

課
題
で
あ
る
技
術
職
等
の
専
門
職

を
は
じ
め
と
す
る
職
員
数
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。職
員
の
人
件
費
に

つ
い
て
は
、合
併
以
降
、職
員
数
の

減
少
に
伴
い
、平
成
17
年
度
決
算
の

約
36
億
７
０
０
万
円
を
ピ
ー
ク
に

減
少
し
、平
成
28
年
度
決
算
で
は
、

約
32
億
５
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
は
現
在
の
給
与
水
準
ベ
ー
ス

の
試
算
で
、概
ね
33
億
円
前
後
で
推

移
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。今

後
も
国
や
県
の
勧
告
内
容
を
ふ
ま

え
、民
間
の
給
与
と
の
均
衡
を
基
本

に
、社
会
情
勢
に
適
応
し
た
給
与
水

準
を
確
保
し
て
い
く
。

市
税
の
収
納
対
策
の
状

況
に
つ
い
て
聞
く

職
員
数
の
見
通
し
お
よ

び
義
務
費
で
あ
る
人
件

費
に
つ
い
て
聞
く

合併特例債を活用した島上条公園の整備

職員による政策研究所の活動

韮崎警察署移転建て替えについて聞く
市長▶県警と情報交換を行い業務を進めている

颯新クラブ　小澤 重則  議員

小
澤 

新
富
士
吉
田
署
が
平
成
29
年

11
月
に
着
工
と
な
り
、平
成
31
年
4

月
の
供
用
開
始
に
向
け
ス
タ
ー
ト
し

た
。富
士
吉
田
署
が
完
成
す
れ
ば
、い

よ
い
よ
韮
崎
署
整
備
が
開
始
す
る
と

聞
い
て
い
る
が
い
か
が
か
。

市
長 

今
年
度
、地
権
者
に
対
し
、用

地
取
得
に
係
る
交
渉
を
行
い
、来
年

度
造
成
等
に
着
手
し
、施
設
の
建
築

は
平
成
31
年
、32
年
を
見
込
ん
で
い

る
。こ
の
こ
と
か
ら
完
成
予
定
は
、平

成
32
年
度
末
に
な
る
も
の
と
聞
い
て

い
る
。

小
澤 

移
転
建
て
替
え
場
所
の
変
更

は
な
い
の
か
。

市
長 

以
前
説
明
の
通
り
、甲
斐
市

志
田
地
内
、国
道
20
号
線
に
面
し
た
、

ラ
ザ
ウ
ォ
ー
ク
甲
斐
双
葉
店
の
向
か

い
側
で
変
更
は
な
い
。

小
澤 

署
の
名
称
等
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

市
長 

警
察
署
の
名
称
に
関
し
て

は
、県
警
に
お
い
て
、関
係
法
令
等
に

基
づ
き
、検
討
を
進
め
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

小
澤 

関
係
法
令
と
は
、ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

総
務
部
長 

関
係
法
令
と
は
、警

察
法
お
よ
び
警
察
法
施
行
令
で
あ

り
、警
察
署
の
名
称
等
の
基
準
に

つ
い
て
は
、「
管
轄
区
域
内
の
主
要

な
、ひ
と
つ
の
市
町
村
の
名
称
を

付
け
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
て
、こ

れ
が
難
し
い
場
合
に
は
、そ
の
ひ

と
つ
の
市
町
村
に
代
え
て
、そ
の

管
轄
区
域
内
の
属
す
る
郡
や
部
落

の
名
称
を
付
け
る
か
、市
町
村
の

名
称
の
下
に
さ
ら
に
方
位
を
示
す

呼
称
を
付
け
る
こ
と
も
妨
げ
な
い

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

小
澤 

2
0
2
0
年
度
に
全
面
実

施
さ
れ
る
小
学
校
の
次
期
学
習
指
導

要
領
で
英
語
が
教
科
化
さ
れ
る
。文

科
省
の
外
国
語
強
化
地
域
拠
点
に
指

定
さ
れ
た
学
校
は
、先
行
し
て
英
語

の
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ

が
、甲
斐
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

聞
く
。

教
育
長 

本
年
度
よ
り
創
甲
斐
教
育

の
主
要
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
21
世

紀
型
学
力
を
育
成
す
る
教
育
課
程
に

関
す
る
研
究
事
業
」
を
新
規
に
展
開

し
、研
究
指
定
校
に
定
め
た
竜
王
小
学

校
に
お
い
て
、5
・
6
年
生
の
外
国
語

科
、3
・
4
年
生
の
外
国
語
活
動
の
教

育
課
程
の
編
成
や
授
業
づ
く
り
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

小
澤 

特
別
の
教
科
道
徳
の
内
容
に

つ
い
て
聞
く
。

教
育
長 

小
学
校
に
お
い
て
は
来
年

度
か
ら
、中
学
校
に
お
い
て
は
再
来

年
度
か
ら
、特
別
の
教
科
道
徳
の
授

業
が
先
行
実
施
さ
れ
る
。特
別
の
教

科
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
で
、指

導
内
容
を
充
実
さ
せ
、子
ど
も
た
ち

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
く
考
え
自
覚

を
深
め
る
道
徳
へ
の
転
換
を
図
っ
て

い
る
。

小
澤 

新
学
習
指
導
要
領
の
主
な
改

訂
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

教
育
長 

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に

は
、過
去
の
学
校
教
育
の
実
践
や
蓄

積
を
生
か
し
つ
つ
、子
ど
も
た
ち
が

未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
資
質
・
能

力
を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
な
か
、

新
学
習
指
導
要
領
で
は
、子
ど
も
た
ち

に
必
要
な
資
質
・
能
力
と
は
何
か
を
社

会
と
共
有
し
連
携
す
る
「
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
」を
目
指
し
て
い
る
。ま

た
、資
源
・
能
力
を
育
む
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」の
重
視
や
、各
学
校

に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
確
立
も
う
た
わ
れ
て
い
る
。具

体
的
な
改
訂
内
容
と
し
て
は
、外
国
語

教
育
の
充
実
、道
徳
の
特
別
教
科
化
、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
を
含
む
情
報
活
用
能
力
の
育

成
、言
語
能
力
の
確
実
な
育
成
や
理
数

教
育
の
充
実
、主
権
者
教
育
、消
費
者
教

育
、防
災
安
全
教
育
の
充
実
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

新
学
習
指
導
要
領
に
つ

い
て
聞
く

小学校活動の様子

やはたいぬ　こどもあいさつ運動、字をおぼえようキャンペーン
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竜王駅北口周辺の活用策は
市長▶情報を収集、発信しながら民間事業者の動向を注視していく

新政クラブ　赤澤　厚  議員

最近の状況から、国民健康保険税の引き下げは可能ではないのか
市長▶診療報酬の改定の動向を注視して検討すべき

日本共産党甲斐市議団　松井　豊  議員

赤
澤 

竜
王
駅
は
、駅
利
用
者
の
利

便
性
が
図
ら
れ
、ま
た
市
民
交
流
の

場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、ま

だ
十
分
で
は
な
い
と
感
じ
る
。駅
周
辺

は
夜
間
が
暗
い
た
め
早
急
な
防
犯
対

策
と
有
効
な
土
地
利
用
を
計
画
し
、

北
口
周
辺
の
活
用
策
を
打
ち
出
す
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長 

竜
王
駅
周
辺
の
基
盤
整
備
に

お
い
て
、防
犯
カ
メ
ラ
や
L
E
D
防

犯
灯
を
設
置
し
て
い
る
が
、引
き
続

き
地
元
自
治
会
と
連
携
を
図
り
、防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
防
犯
対
策
を

講
じ
て
い
く
。北
口
周
辺
の
活
用
に

つ
い
て
は
、土
地
利
用
と
し
て
用
途

地
域
に
適
合
し
た
開
発
等
の
誘
導
を

図
る
と
と
も
に
、民
間
活
力
の
導
入

を
含
め
、情
報
を
収
集
、発
信
し
な
が

ら
民
間
事
業
者
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

赤
澤 

山
梨
県
が
、菖
蒲
沢
地
内
で

計
画
さ
れ
て
い
る
大
規
模
太
陽
光
発

電
施
設
建
設
予
定
地
の
林
地
開
発

許
可
を
決
定
し
た
と
の
新
聞
報
道
が

あ
っ
た
。市
で
は
十
分
な
防
災
対
策
等

の
申
し
入
れ
を
行
っ
て
き
た
と
思
う

が
、今
後
、市
と
し
て
開
発
業
者
に
ど

の
よ
う
な
指
導
お
よ
び
要
望
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

市
長 

菖
蒲
沢
地
内
の
太
陽
光
発

電
施
設
に
関
す
る
林
地
開
発
行
為

の
県
知
事
の
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、

森
林
法
に
基
づ
き
、調
整
池
の
浚
渫

を
定
期
的
に
行
う
こ
と
や
洪
水
等
に

お
け
る
対
応
な
ど
市
の
意
見
書
を
回

答
し
て
い
る
。今
後
は
、工
事
期
間

が
2
年
以
上
に
わ
た
る
た
め
、工
事

中
の
監
理
は
元
よ
り
、完
成
後
の
維

持
管
理
の
状
況
や
周
囲
の
河
川
、山

林
、集
落
へ
の
影
響
を
確
認
し
て
い

く
な
か
、意
見
書
の
回
答
事
項
に
対

す
る
実
行
性
に
つ
い
て
、許
可
権
者

で
あ
る
山
梨
県
と
連
携
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
指
導
・
指
示
を
行
っ

て
い
く
。

市
長 

今
後
の
高
齢
者
支
援
に
つ

い
て
は
、現
在
策
定
中
の
第
８
次
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
中
で
引
き
続
き
介

護
予
防
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援

の
た
め
の
環
境
整
備
の
推
進
、地
域

の
担
い
手
と
し
て
の
社
会
参
加
の
促

進
、健
康
づ
く
り
事
業
の
充
実
に
よ

り
、健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、介
護

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、地
域
の
支
え
合
い
体
制

づ
く
り
の
推
進
、認
知
症
高
齢
者
や

そ
の
家
族
の
支
援
の
充
実
を
図
り
、

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
推

進
し
て
い
く
。

赤
澤 

赤
坂
台
地
域
は
、イ
ン
タ
ー

に
も
近
く
、国
道
に
も
容
易
に
接
続
で

き
る
エ
リ
ア
で
あ
り
、物
流
の
拠
点
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、産
業
立
地
、

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
魅
力
あ
る
エ

リ
ア
と
な
る
。市
と
し
て
の
土
地
利
用

お
よ
び
産
業
誘
致
エ
リ
ア
と
し
て
の

考
え
を
聞
く
。

市
長 

赤
坂
台
地
域
に
つ
い
て
は
、

市
街
化
調
整
区
域
で
大
規
模
な
工
場

団
地
を
誘
致
す
る
こ
と
は
難
し
い
エ

リ
ア
で
あ
る
こ
と
か
ら
、新
た
な
産

業
拠
点
と
す
る
考
え
は
な
い
。甲
斐

市
都
市
計
画
法
第
34
条
第
11
号
の
規

定
に
基
づ
く
開
発
行
為
の
許
可
基
準

に
関
す
る
条
例
に
お
い
て
も
、小
規

模
工
場
の
建
築
の
み
と
な
る
こ
と
か

ら
、民
間
活
力
に
よ
る
大
規
模
な
土

地
利
用
も
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
条
例
の
適
用

区
域
に
お
い
て
は
、土
地
利
用
に
対

す
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、民
間
に
よ
る
新
た
な
土
地
利
用

を
期
待
し
て
い
る
。

松
井 

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県

化
に
か
か
わ
り
、県
の
第
１
次
算
定

の
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
支

出
金
の
増
額
と
薬
価
の
引
き
下
げ
を

考
慮
す
る
と
、国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
は
十
分
可
能
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

市
長 

平
成
30
年
度
か
ら
、県
が
県

全
体
の
医
療
費
を
見
込
み
、市
町
村

ご
と
の
納
付
金
を
算
定
し
納
付
さ
せ

る
仕
組
み
と
な
る
。新
聞
報
道
に
よ

る
増
額
と
な
る
８
市
町
村
に
本
市
は

入
っ
て
い
な
い
。国
民
健
康
保
険
の

現
状
は
、少
子
高
齢
化
、医
療
費
の
高

度
化
等
に
よ
り
、１
人
あ
た
り
の
医

療
費
が
増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て
は
、診
療
報
酬
改
定
の
動

向
な
ど
を
注
視
し
て
慎
重
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

松
井 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

は
全
国
に
広
が
り
、助
成
金
の
数
倍

以
上
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
も
耐
震

と
切
り
離
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制

度
を
導
入
す
べ
き
。

市
長 

市
で
は
地
震
災
害
時
に
市
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的

に
、耐
震
化
に
よ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
優
先
的
に
進
め
て
お

り
、現
状
で
は
そ
れ
以
外
の
制
度
の

創
設
は
考
え
て
い
な
い
。

松
井 

茅
ヶ
岳
東
部
広
域
農
道
を
活

用
し
た
農
業
振
興（
環
境
整
備
・
遊

休
農
地
活
用
・
黒
富
士
、小
林
牧
場

等
の
市
北
部
の
農
場
と
の
連
携
等
）

の
計
画
は
あ
る
の
か
。

市
長 

茅
ヶ
岳
東
部
広
域
農
道
は
県

が
整
備
を
進
め
て
お
り
、平
成
31
年

度
全
線
開
通
に
向
け
て
鋭
意
努
力
し

て
い
る
。双
葉
地
区
に
お
い
て
は
、梨

北
米
を
中
心
と
し
た
米
づ
く
り
を
基

本
に
戦
略
作
物
の
推
進
を
図
り
、大

垈
の
遊
休
農
地
を
利
用
し
た
桑
の
実

栽
培
で
は
、桑
の
実
摘
み
体
験
な
ど

６
次
産
業
化
を
目
指
す
。

松
井 

敷
島
北
部
で
は
、ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
・
矢
木
羽
湖
・
敷
島
総
合

公
園
・
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
、・
棚

田
・
亀
沢
大
橋
等
を
活
用
し
た
農
業

振
興
策
を
考
え
て
欲
し
い
。

松
井 

県
内
最
大
規
模
と
な
る
菖
蒲

沢
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発
が
許
可
さ

れ
た
。周
辺
の
環
境
や
下
流
域
の
安

全
問
題
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

菖
蒲
沢
地
内
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、県
環
境
影

響
評
価
等
技
術
審
議
会
に
お
い
て
、

環
境
影
響
程
度
が
著
し
い
も
の
と
な

る
恐
れ
が
な
い
と
の
判
定
を
受
け
、

県
が
林
地
開
発
許
可
を
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。東
川
下
流
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
、50
年
確
率（
県
は
30
年
確

率
）
に
対
応
で
き
る
調
整
池
の
計
画

で
あ
り
、安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

松
井 

安
倍
首
相
は
、選
挙
期
間
中

は
一
言
も
語
ら
な
か
っ
た
憲
法
９
条

改
定
を
２
０
２
０
年
実
施
を
目
標
に

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。９
条
に

自
衛
隊
を
書
き
込
め
ば
、「
後
法
優
先

の
原
則
」に
よ
り
、自
衛
隊
の
海
外
で

の
武
力
行
使
が
無
制
限
に
な
る
。安

倍
首
相
の
９
条
改
定
に
対
す
る
市
長

の
考
え
を
聞
く
。

市
長 

最
高
法
規
で
あ
る
憲
法
９
条

を
改
正
す
る
に
は
、国
民
の
支
持
が

あ
っ
て
可
能
と
な
る
。ま
ず
は
国
民

へ
の
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
が
で
き

る
よ
う
に
、時
間
を
か
け
て
、国
会
の

場
で
十
分
な
審
議
と
検
討
を
重
ね
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

松
井 

安
倍
首
相
は
、安
保
法
制
・

秘
密
保
護
法
・
共
謀
罪
な
ど
憲
法
違

反
の
法
律
を
数
の
暴
力
で
強
行
し

た
。野
党
が
憲
法
53
条
に
基
づ
い
て

臨
時
国
会
を
要
求
し
て
も
、３
か
月

間
も
放
置
し
た
あ
げ
く
、冒
頭
解
散

を
強
行
し
た
。憲
法
を
守
ら
な
い
首

相
に
憲
法
改
定
を
語
る
資
格
は
な

い
。

菖
蒲
沢
地
内
で
計
画
さ

れ
て
い
る
大
規
模
太
陽

光
発
電
施
設
へ
の
今
後

の
対
応
は

急
速
に
進
む
高
齢
化
社

会
の
対
応
に
つ
い
て
聞
く

２
０
１
８（
Ｈ
30
）年
度

予
算
作
成
に
あ
た
っ
て

の
市
長
の
姿
勢
は

赤
坂
台
地
域
の
土
地
利

用
に
つ
い
て

竜王駅イルミネーション

赤坂台地区にあるドラゴンパークやまなしメガソーラー
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一般質問一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い

一般質問

　第４回定例会では 7 人の議員が一般質問を行い、３日間にわたり活発な議論を展
開しました。
　質問と答弁を要約した内容は、15 ページから 18 ページです。
　なお、議会ホームページで、一般質問の録画を配信していますのでご覧ください。

QR コードはこちら→

甲斐市議会 検  索

12
月
13
日（
水
）

12
月
14
日（
木
）山本 英俊 議員（創政甲斐クラブ）15ページ

①高齢者のごみ出し支援について
②第7期介護保険事業計画の策定状況に

ついて

清水 正二 議員（颯新クラブ）18ページ
①高齢者の健康対策について
②スポーツ振興策について

滝川 美幸 議員（甲斐市民クラブ）16ページ
①西八幡地区商業施設周辺の整備について
②第2次甲斐市総合計画について
③新学習要領への取り組みについて

樋泉 明広 議員（日本共産党甲斐市議団）16ページ
①甲斐市の子ども子育て支援施策について
②子どものいじめ対策について

横山 洋介 議員（甲斐市民クラブ）15ページ
①集中豪雨時における河川・水路の課題に

ついて

金丸 幸司 議員（公明党）17ページ
①マイナンバー制度について

有泉 庸一郎 議員（颯新クラブ）17ページ
①公立保育園の整備について
②農業振興について

12
月
12
日（
火
）

集中豪雨時に水路の水が溢れる「内水氾濫対策」を
市長▶抜本的な対応を検討しなければならない時期と考えている

甲斐市民クラブ　横山 洋介  議員

横
山 

田
畑
が
住
宅
地
へ
変
貌

し
雨
水
の
浸
透
能
力
が
低
下
し

て
い
る
本
市
で
は
、水
路
の
水
が

溢
れ
都
市
型
災
害
で
あ
る「
内
水

氾
濫
」を
引
き
起
こ
し
て
い
る
が

今
後
の
対
応
を
聞
く
。

市
長 

水
路
の
改
修
な
ど
で
対

応
し
て
き
た
が
改
善
が
み
ら
れ

な
い
た
め
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
抜
本
的
な
対
応
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

と
考
え
て
い
る
。

横
山 

市
内
水
路
に
は
側
溝
蓋

が
な
く
内
水
氾
濫
時
に
は
道
路

境
界
が
わ
か
ら
な
く
な
る
が
安

全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長 

地
域
の
要
望

や
通
学
路
安
全
推
進
会
議
の「
通

学
路
合
同
点
検
」な
ど
で
危
険
箇

所
の
対
応
を
し
て
い
る
。

横
山 

地
方
病
対
策
と
し
て
昭

和
40
年
代
に
整
備
し
て
き
た
水

路
が
老
朽
化
を
迎
え
て
い
る
が

修
繕
の
状
況
は
。

建
設
産
業
部
長 

自
治
会
か

ら
の
要
望
に
よ
り
現
地
確
認
を

し
、緊
急
性
や
経
済
性
を
考
慮

し
随
時
修
繕
・
改
修
を
実
施
し

て
い
る
。

横
山 

対
策
案
と
し
て
一
般
住

宅
の
庭
や
事
業
所
内
な
ど
に
雨

水
の
貯
留
槽
や
浸
透
ま
す
の
設

置
補
助
金
の
新
設
、道
路
改
修
時

の
雨
水
下
水
道
の
整
備
な
ど
を

提
案
す
る
。

建
設
産
業
部
長 

提
案
の
あ
っ

た
各
整
備
に
つ
い
て
全
国
事
例

等
を
研
究
し
検
討
を
し
て
い
く
。

横
山 

水
路
の
放
流
先
河
川
の

整
備
も
必
要
と
考
え
る
が
整
備

状
況
は
。

建
設
産
業
部
長 

主
だ
っ
た
河

川
に
つ
い
て
貢
川
は
平
成
33
年

度
ま
で
に
現
状
の
１
．５
倍
と
な

る
流
下
能
力
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。防
沢
川
・
東
川
・
六
反
川

は
整
備
計
画
は
な
い
が
河
川
監

視
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

横
山 

（
仮
称
）河
川
・
水
路
総

合
整
備
計
画
を
策
定
し
た
ら
ど

う
か
。

建
設
産
業
部
長 

専
門
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
調
査
結
果
や
先
進

事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
を
し

て
い
く
。

市内水路の様子

高齢者のごみ出し支援の取り組みは
市長▶共に助け合い支え合う地域づくりを推進する施策として検討する

創政甲斐クラブ　山本 英俊  議員

山
本 

高
齢
者
の
ご
み
出
し
に

つ
い
て
は
、高
齢
化
や
核
家
族
化

を
背
景
に
、十
分
な
支
援
を
受
け

ら
れ
な
い
高
齢
者
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
、全
国
的
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
。高
齢
者
の
ご
み
出

し
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
は
、高

齢
者
の
見
守
り
や
、孤
独
死
の
防

止
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み
と

考
え
る
が
、本
市
に
お
け
る
支
援

事
業
導
入
の
見
通
し
は
。

市
長 

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支

援
に
つ
い
て
は
、介
護
保
険
な
ど

現
在
実
施
し
て
い
る
制
度
で
の

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、共
に
助

け
合
い
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

を
推
進
す
る
施
策
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

山
本 

モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、

実
証
実
験
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長 

市
で
は
、平
成
29
年
9

月
に
「
甲
斐
市
に
も
訪
れ
る

2
0
2
5
年
問
題
」と
題
し
た
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
し
、そ
の
後

参
加
者
に
よ
る
地
域
の
課
題
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
、ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る
。今

後
こ
の
取
り
組
み
の
中
で
、ご
み

出
し
支
援
の
実
証
実
験
等
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
長 
次
期
計
画
で
定
め
る
保

険
料
に
つ
い
て
は
、現
在
策
定
中

の
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
、介
護
サ
ー
ビ
ス
に
必

要
な
利
用
見
込
量
等
の
推
計
お

よ
び
事
業
内
容
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
た
め
、近
い
う
ち
に
示
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

山
本 

介
護
保
険
料
の
所
得
段

階
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
長 

本
市
の
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
は
、負
担
能
力
に
配

慮
し
た
9
段
階
の
保
険
料
に
区

分
さ
れ
、所
得
が
低
い
場
合
に
は

保
険
料
は
低
く
、所
得
が
高
い
場

合
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

地域フォーラムの様子

一般質問は、行政全般にわたり、議員
個人が、執行機関に対し、事務の執行
状況や将来に対する方針等について所
信を質し、あるいは報告、説明を求め
又は疑問を質すことをいいます。

次
期
計
画
で
は
介
護

保
険
料
は
い
く
ら
に

な
る
の
か
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一般質問一般質問

アルプス通り東冷間交差点の右折信号設置の予定は
市長▶来年2月のスーパー開業までには設置予定である

甲斐市民クラブ　滝川 美幸  議員

滝
川 

玉
幡
公
園
は
、夜
間
照
明

が
暗
く
、利
用
者
か
ら
夜
間
の
利

用
が
怖
い
と
声
を
聞
く
が
対
策

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長 

現
在
６
基
の
照
明
設
備

と
48
期
の
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。３
基
の
照
明
は

L
E
D
照
明
と
な
っ
て
い
る
。残

り
３
基
も
来
年
度
L
E
D
照
明

へ
変
更
予
定
で
あ
る
。

滝
川 
緑
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
利

用
に
つ
い
て
、現
状
有
る
多
種
多

様
な
植
物
を
残
し
、他
市
に
な
い

特
色
あ
る
美
し
い
景
観
の
施
設

と
し
て
、憩
い
の
場
、ま
た
災
害

時
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長 

地
元
か
ら
の
存
続
要
望

や
市
の
課
題
等
を
踏
ま
え
事
業

を
進
め
て
い
る
。フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
＆
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
事
業
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
た
パ
ー
ク
の
整
備

に
お
い
て
は
、既
存
資
源
を
活
用

し
な
が
ら
花
や
緑
な
ど
の
緑
化

の
拠
点
と
な
る
施
設
整
備
を
進

め
て
い
く
。

滝
川 

「
民
間
活
力
に
よ
る
事
業

展
開
」を
基
本
的
な
考
え
と
し
て

事
業
を
推
進
す
る
と
の
事
だ
が
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
市
民

力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
。

企
画
政
策
部
長 

公
民
連
携
事

業
と
い
う
観
点
か
ら
、市
民
参
加

や
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
を
推

進
す
る
た
め
、先
進
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

滝
川 

市
議
会
か
ら
平
成
30
年

度
予
算
編
成
に
向
け
、新
学
習
要

領
に
伴
う
英
語
教
育
の
充
実
の

た
め
の
予
算
計
上
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
だ
が
考
え
は
。

教
育
部
長 

平
成
32
年
度
以
降

も
現
在
６
名
い
る
A
L
T
を
活

用
し
、学
級
担
任
主
導
の
授
業
を

短
時
間
学
習
も
含
め
て
行
っ
て

い
く
予
定
だ
が
、今
後
外
国
語
教

育
先
進
校
の
実
践
な
ど
も
注
視

し
て
い
く
。

子どもたちの健やかな成長を保障する子育て支援を
市長▶甲斐市の未来を背負うこどもたちの支援に力を注ぐ

日本共産党甲斐市議団　樋泉 明広  議員

樋
泉 

子
育
て
支
援
の
確
か
な

保
障
で
あ
る
保
育
料
や
学
童
保

育
の
利
用
料
の
軽
減
対
策
が
必

要
で
あ
る
が
見
解
は
。

市
長 

国
の
基
準
よ
り
低
い
保

育
料
を
設
定
し
、県
の
第
２
子
以

降
の
３
歳
未
満
児
保
育
料
を
無

償
化
す
る
保
育
料
軽
減
対
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、国
が
今
年
度

か
ら
非
課
税
世
帯
や
母
子
世
帯

等
の
軽
減
幅
を
拡
大
し
、幼
児
教

育
の
段
階
的
無
償
化
の
実
施
方

針
の
動
向
を
注
視
し
取
り
組
む
。

ま
た
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学

童
保
育
）
利
用
料
も
生
活
保
護

世
帯
や
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

ひ
と
り
親
家
庭
は
無
償
化
し
て

い
る
。

樋
泉 

保
育
士
の
労
働
条
件
の

改
善
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長 

保
育
士
の
給
与
水
準
も

適
正
に
し
て
お
り
、本
年
度
か
ら

保
育
士
の
報
酬
額
を
経
験
年
数

に
応
じ
て
増
額
し
て
い
る
。

樋
泉 

い
じ
め
、不
登
校
、自
殺

は
早
期
に
解
消
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。い
じ
め
は
人
権
侵
害
で

あ
り
暴
力
で
あ
る
。甲
斐
市
の
い

じ
め
対
策
は
。

教
育
長 

い
じ
め
の
未
然
防

止
、早
期
発
見
、早
期
対
応
が
重

要
で
あ
る
。児
童
生
徒
の
様
子

を
注
視
し
て
、些
細
な
変
化
も

見
逃
さ
ず
、高
い
危
機
感
を
持

ち
な
が
ら
、未
然
防
止
に
努
め
、

１
０
０
％
解
消
を
目
指
し
て
取

り
組
む
。

樋
泉 

い
じ
め
不
登
校
対
策
に

は
、教
職
員
の
ゆ
と
り
あ
る
時
間

の
保
障
も
必
要
だ
が
対
策
は
。

教
育
長 

本
市
で
は
「
教
員
多

忙
化
対
策
検
討
委
員
会
」を
中
心

に
、い
じ
め
不
登
校
対
策
や
教
員

の
多
忙
化
の
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

子
ど
も
の
い
じ
め
を

早
急
に
な
く
す
対
応

を

新
学
習
要
領
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は

保育園の様子

右折信号設置を要望している冷間東交差点

双葉西保育園への整備等今後の取り組みの予定について
市長▶現在地周辺での建て替え整備を早々に対応していく

颯新クラブ　有泉 庸一郎  議員

マイナンバー本格運用で、どのようになるのか
市長▶簡素化され、申請者の負担が軽減される

公明党　金丸 幸司  議員

有
泉 

双
葉
西
保
育
園
に
つ
い

て
は
、築
37
年
が
経
過
し
、耐
震

基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
も
の

の
、園
舎
等
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
と
と
も
に
、運
動
場
も
手
狭

で
あ
り
、整
備
等
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
聞
く
。

市
長 

双
葉
西
保
育
園
は
、通
園

し
て
い
る
園
児
も
現
在
地
の
近

隣
地
域
が
多
く
、選
挙
に
お
け
る

投
票
所
に
も
活
用
し
て
い
る
、地

域
の
重
要
な
公
共
施
設
だ
と
考

え
て
お
り
、平
成
24
年
の
保
育
園

幼
稚
園
将
来
計
画
協
議
会
に
お

い
て
、大
規
模
改
修
を
行
う
計
画

に
な
っ
て
い
る
の
で
、現
在
地
周

辺
で
の
建
て
替
え
整
備
に
つ
い

て
早
々
対
応
し
て
い
く
。

有
泉 

整
備
に
あ
た
っ
て
保
護

者
の
声
等
ど
の
よ
う
に
聞
い
て

い
る
の
か
。

子
育
て
健
康
部
長 

年
一
回
、保

育
園
で
行
っ
て
い
る
無
記
名
式

ア
ン
ケ
ー
ト
で
意
見
や
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

市
長 

地
域
の
特
性
に
応
じ
た

農
道
・
用
排
水
路
の
整
備
、基
盤

整
備
等
を
国
等
の
補
助
金
を
活

用
し
た
中
で
、費
用
対
効
果
を
十

分
に
検
討
し
な
が
ら
推
進
し
て

い
る
。

有
泉 

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い

て
、竜
王
、敷
島
、双
葉
３
地
区

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

聞
く
。

建
設
産
業
部
長 

農
業
基
盤
整

備
に
つ
い
て
は
、県
営
事
業
、農

道
基
盤
整
備
促
進
事
業
、土
地
改

良
施
設
維
持
管
理
適
正
化
事
業

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
、各

地
区
の
老
朽
化
し
て
い
る
用
排

水
路
や
農
道
の
整
備
な
ど
、適
切

な
維
持
管
理
を
中
心
に
推
進
し

て
い
く
。

金
丸 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
本
格
運

用
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

市
長 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

つ
い
て
は
、11
月
13
日
か
ら
の
本

格
運
用
に
よ
り
、各
行
政
機
関
相

互
に
お
け
る
情
報
連
携
が
開
始

さ
れ
、各
種
申
請
手
続
き
な
ど
で

証
明
書
類
等
の
添
付
が
不
要
と

な
っ
た
。

　

児
童
手
当
の
支
給
申
請
を
は

じ
め
、国
民
健
康
保
険
、公
営
住

宅
な
ど
の
各
種
手
続
に
お
い
て

申
請
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

金
丸 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
漏

え
い
防
止
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

国
の
対
策
に
準
じ
、情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
対
策

基
準
、実
施
手
順
等
を
作
成
し
、

職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と

で
、情
報
漏
え
い
の
防
止
に
つ
い

て
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
く
。

金
丸 

夜
間
受
付
窓
口
を
設
置

し
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
な
体
制

で
行
っ
て
い
る
か
。

市
民
部
長 

開
庁
時
間
に
来
庁

で
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、連
絡

を
い
た
だ
き
、平
日
の
午
後
８
時

ま
で
の
間
で
都
合
の
良
い
日
程

を
調
整
し
、職
員
が
対
応
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

金
丸 

今
後
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て
は
住

民
票
を
コ
ン
ビ
ニ
取
得
で
き
る
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実
施
す
る
が

準
備
状
況
に
つ
い
て
聞
く
。

市
民
部
長 
平
成
30
年
５
月
に

実
施
を
す
る
予
定
で
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。シ
ス

テ
ム
確
認
試
験
等
を
終
了
し
、順

調
に
進
ん
で
い
る
。今
後
は
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
市
民

に
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

双葉西保育園

マイナンバー PR キャラクター「マイナちゃん」

農
業
基
盤
整
備
の
推

進
に
つ
い
て
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一般質問市民と議会の対話集会

　平成29年9月までの本会議の会議録が、
ホームページで閲覧できるようになってい
ます。
　キーワードや発言者での検索もできますの
で、ぜひご覧ください。

議会をお持ちのスマートフォンや
タブレットでも

ご視聴できるようになりました。

　平成29年5月の臨時会から、議会活性化の取り組みとして、議会活動を広く
公開するため、議場で行われる会議の様子をパソコンだけでなく、スマートフォ
ンやタブレットでも、ライブ中継（会議中）と録画中継（常時）で配信しています。
　お気軽にご視聴ください。

甲斐市議会ホームページアドレス
http://www.kai-shigikai.jp/

ご視聴は、甲斐市議会ホームページから

甲斐市議会で検索してください。甲斐市議会 検  索甲斐市議会で検索してください。

甲斐市議会 検  索

本会議の全発言を
見ることができます。

で簡単アクセス!!

　市議会では、開かれた議会への取り組みとして、もっと市民に身近な議会にしていくため、今年度
で６年目となる市民と議会の対話集会を竜王地区と敷島地区で開催しました。
　当日は、議会のしくみや議会改革の活動内容を報告し、「まちづくり」をテーマに市民の皆さまか
ら意見や提言などをお伺いしました。
　詳しい内容は、次号（議会だより 55 号）の特集記事でお伝えします。

役割 敷島地区 竜王地区
議　長 小浦宗光
副　議　長 米山　昇
班　長（進行係） 赤澤厚　 斉藤芳夫
司　会　者 内藤久歳 樋泉明広
説　明　係 五味武彦、有泉庸一郎 滝川美幸、山本今朝雄
パソコン操作 長谷部集 金丸幸司
記　録　係 松井豊、藤原正夫、保坂芳子 金丸寛、小澤重則
受付・場内案内・アンケート・マイク係 横山洋介、三浦進吾、山本英俊 清水正二、池神哲子
オブザーバー なし

（※各委員長は役割を兼任）
長谷部集（総務教育常任委員長）
五味武彦（厚生環境常任委員長）
藤原正夫（建設経済常任委員長）

当日の役割 【２班に分かれて実施】

11月9日（木）敷島総合文化会館 11月17日（金）竜王東児童センター

まちづくりに生かせ！
市民と議会の対話集会を開催しました。

２
つ
の
会
場
で
活
発
な
対
話

高齢者の健康対策について
市長▶継続的な健康づくりを応援するための甲斐市健康ポイント事業など実施している

颯新クラブ　清水 正二  議員

清
水 

介
護
に
お
け
る
一
次
予
防

事
業
は
ど
の
よ
う
に
推
進
さ
れ
て

い
る
か
現
状
と
推
進
策
を
聞
く
。

市
長 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
に
転
倒
・
骨
折
予
防
を
目
的

に
体
操
教
室
、K
a
i・
遊
・
パ
ー

ク
の
プ
ー
ル
で
行
う
運
動
教
室
、

い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
依
頼
で
地
域

に
出
向
き
、介
護
予
防
教
室
、認

知
症
予
防
教
室
を
行
い
運
動
機

能
の
維
持
、向
上
に
努
め
て
い
る
。

清
水 
水
戸
市
で
作
成
し
た「
認

知
症
す
ご
ろ
く
」を
い
き
い
き
サ

ロ
ン
で
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

福
祉
部
長 

い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
代
表
者
で
構
成
す
る
連
絡
会

等
で
周
知
を
し
た
い
。

清
水 

（
仮
称
）上
八
幡
公
園
の

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
ど
の
よ

う
な
規
模
か
。

建
設
産
業
部
長 

２
h
a
の
新

た
な
都
市
公
園
を
整
備
す
る
計

画
で
あ
り
、グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は

半
分
の
面
積
約
3
7
0
0
㎡
の

標
準
８
ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス
を
計

画
し
て
い
る
。

市
長 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
を

エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
る
が
、今
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
は
な
い
。県
と

連
携
を
図
り
情
報
収
集
、先
進
地

事
例
を
参
考
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

以
外
に
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
誘
致
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
う
。

清
水 

K
a
i
・
遊
・
パ
ー
ク

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計
画
と
長
寿

命
計
画
は
。

教
育
長 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
計
画

は
指
定
管
理
者
と
交
わ
し
た
管

理
に
関
す
る
基
本
協
定
書
に
基

づ
き
対
応
、建
設
か
ら
11
年
経
過

す
る
こ
と
か
ら
、設
備
の
不
具
合

等
の
中
長
期
的
な
整
備
に
つ
い

て
は
、今
後
施
設
の
長
寿
命
化
計

画
に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

清
水 

甲
斐
市
の
有
望
競
技
団

体
の
支
援
・
強
化
費
は
。

教
育
部
長 

す
べ
て
の
競
技
団

体
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
る
。活

動
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、活
動
費
を
増
額
、優
秀

な
成
績
を
残
し
た
団
体
を
表
彰
、

褒
賞
金
を
支
給
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の

事
前
合
宿
誘
致
を

ご存知ですか？

当日のプログラム
(1) 開会あいさつ　
(2) 議員の自己紹介
(3) 議会報告

議会の役割について
議会改革の取り組みについて

(4) 議会報告に対しての質疑応答
(5) 意見交換　テーマ「まちづくり」
(6) 終了のあいさつ

甲斐市老人クラブカラオケ大会
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意見交換会意見交換会

各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。秋田県にかほ市議会議員が

「甲斐市版ネウボラ事業」を視察

厚
生
環
境
常
任
委
員
会　
10
月
16
日
開
催

建
設
経
済
常
任
委
員
会　
10
月
20
日
開
催

総
務
教
育
常
任
委
員
会　
10
月
17
日
開
催

甲
斐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会

甲
斐
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
と
の
意
見
交
換
会

社
会
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
会

　
日
頃
、甲
斐
市
の
各
種
老
人
福
祉
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
活
躍
し
て
い

る
甲
斐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と「
同

連
合
会
の
現
状
、課
題
、市
へ
の
要
望
」を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
高
野
日
出
夫
会
長
、小
田
切
賢
、上
野

昭
雄
、矢
口
哲
也
副
会
長
、大
木
陽
子
女

性
部
長
、中
村
禮
子
、髙
露
由
恵
副
部
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
員
数
の
減
少
対
策
を
中
心
に
、新

規
会
員
加
入
対
策
な
ど
約
1
時
間
30

分
、活
発
な
意
見
交
換
会
で
し
た
。

　
後
日
、本
委
員
会
で
協
議
し
、11
月
15

日
、福
祉
部
長
に
次
の
と
お
り
に
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

1
、加
入
増
加
に
向
け
て
補
助
金
の
増
額

や
温
泉
施
設
や
市
民
バ
ス
割
引
な

ど
の
取
り
組
み
の
検
討

2
、奉
仕
活
動
や
助
成
金
対
象
活
動
の

見
直
し
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
の
共

存
の
検
討

3
、公
共
施
設
の
開
放
や
相
談
窓
口
増

設
の
検
討

【
委
員
長　
五
味
武
彦　
記
】

　
建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、「
甲
斐

市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
甲
斐
市
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
側
か

ら
は
、塚
田
隊
長
、保
延
副
隊
長
、込
山

副
隊
長
、及
び
３
名
の
班
長
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

隊
長
始
め
、副
隊
長
よ
り
概
要
及
び

詳
細
説
明
及
び
、各
班
長
よ
り
日
頃
活

動
の
中
で
感
じ
ら
れ
て
い
る
課
題
や
要

望
が
あ
り
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、出
さ
れ
た
意
見
等
を
当
委

員
会
に
お
い
て
協
議
し
た
結
果
を
11
月

13
日
に
建
設
産
業
部
へ
次
の
と
お
り
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

１
、猟
銃
を
使
用
し
た
捕
獲
作
業
に
お
け

る
市
民
周
知
に
つ
い
て

２
、新
規
狩
猟
免
許
取
得
者
に
対
す
る
補

助
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て

３
、有
害
捕
獲
作
業
に
対
す
る
補
助
金
の

増
額
に
つ
い
て

【
委
員
長　
藤
原
正
夫　
記
】

　子育て先進国のフィンランドでは、アドバイスの場という意味を持つ「ネ
ウボラ」という子育て支援サービスが存在します。「甲斐市版ネウボラ事
業」とは、甲斐市における妊娠・出産・子育て期の切れ目のない子育て支
援をする事業を言います。
　秋田県にかほ市（人口約２万５千人）の５名の市議会議員が、平成２９年
１１月１５日に全国的な先進事例である「甲斐市版ネウボラ事業」の視察
のため、来庁しました。当日は、健康増進課長の事業説明の後、熱心な質
疑が行われました。
　なお、平成２９年７月２１日にも茨城県行方市（人口約３万５千人）の６名
の市議会議員の「消防力の充実強化について」の行政視察の受け入れを
行いました。防災危機管理課長の女性消防団員の確保の方法などの説明
に対し、特に関心を寄せていました。

　

総
務
教
育
常
任
委
員
会
で
は「
小
中

学
生
か
ら
始
め
る
生
涯
学
習
の
拡
充
」

を
テ
ー
マ
に
社
会
教
育
委
員
と
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
社
会
教
育
委
員
は
社
会
教
育
基
本
法

の
規
定
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
、社
会
教
育

の
推
進
、諸
計
画
の
立
案
、教
育
委
員
会

の
諮
問
に
対
す
る
答
申
、必
要
な
研
究
お

よ
び
調
査
が
職
務
。公
民
館
運
営
審
議

委
員
を
兼
務
し
公
民
館
の
運
営
事
業
に

意
見
す
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。

　
甲
斐
市
の
生
涯
教
育
推
進
大
綱
に
基

づ
き「
甲
斐
市
で
育
ち
、甲
斐
市
を
育
て

る
人
づ
く
り
」を
基
本
理
念
に
様
々
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
委
員
か
ら
出
た
主
な
意
見

と
し
て
は
、「
大
人
に
な
っ
て
か
ら
社
会
教

育
事
業
に
参
加
す
る
方
は
女
性
が
多
く
、

子
供
の
時
か
ら
男
の
子
が
参
加
す
る
こ

と
で
、大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
男
性
参
加

に
繋
げ
た
い
」「
外
部
講
師
を
お
願
い
す

る
場
合
も
予
算
が
少
な
く
大
変
苦
慮
し

て
い
る
」「
４
館
あ
る
公
民
館
の
中
で
敷

島
だ
け
調
理
室
が
な
い
」な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
中
で
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、事
業
の

達
成
率
を
参
加
人
数
な
ど
で
数
値
化
す

る
の
で
、少
人
数
を
対
象
に
し
た
計
画
が

難
し
い
。地
域
の
歴
史
や
文
化
を
考
え
る

よ
う
な
集
客
率
の
低
い
講
座
も
必
要
、数

値
目
標
だ
け
で
縛
る
こ
と
は
し
な
い
で

ほ
し
い
。ま
た
教
育
現
場
は
す
で
に
多
忙

化
し
て
い
る
。そ
れ
以
外
の
事
業
で
あ
ま

り
学
校
を
巻
き
込
ま
な
い
で
ほ
し
い
と

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
総
務
教
育
常
任
委
員
会
で
は

こ
の
意
見
交
換
会
で
受
け
た
内
容
を
精

査
し
、市
担
当
部
局
へ
申
し
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。今
後
も
甲
斐
市
の
社
会
教
育

推
進
に
出
来
る
限
り
の
協
力
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
委
員
長　
長
谷
部
集　
記
】

福祉部長への申し入れの様子

意見交換会の様子意見交換会の様子

建設産業部長への申し入れの様子

意見交換会の様子にかほ市議会議員の行政視察の様子

行政視察の受け入れを行いました。

市民の意思を   市政に反映
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平成30年度当初予算への要望

　

世
界
情
勢
は
緊
迫
し
て
い
ま
す

が
、
正
月
は
穏
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い

自
然
災
害
に
対
し
て
も
防
災
訓
練
時

か
ら
半
年
も
た
て
ば
薄
ら
い
で
き
ま

す
。
自
分
自
身
に
大
災
害
の
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
気
に
な
る
に
は
、

ま
ず
正
確
な
情
報
の
収
集
と
経
験
者

の
声
に
耳
を
傾
け
、
で
き
る
こ
と
は

事
前
に
準
備
す
る
こ
と
で
す
。
そ
こ

で
ま
ず
断
捨
離
の
実
践
を
と
新
年
に

あ
た
り
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
の
一
員
と

い
た
し
ま
し
て
も
市
民
の
皆
様
の
立

場
に
立
っ
て
議
会
の
様
子
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
編
集
を

心
掛
け
て
参
り
ま
す
。

【
保
坂
芳
子 

副
委
員
長 

記
】

編
集
後
記

送付先　〒400-0192  甲斐市篠原2610番地  甲斐市議会事務局  庶務・議事係  Email：gikaishomu@city.kai.yamanashi.jp

議会だよりの
表紙写真を
募集しています!!

※日程等に変更がある場合もあります
※お気軽にお越しください。
傍聴に際し、手話通訳が必要な方は、福祉課へ
お申込みください。
☎055-278-1691 FAX.055-276-2113

平成30年
第1回定例会の日程（予定）

議会 　傍聴
してみませんか!

を 月 日（曜日） 時　間 内　容

2

26（月） 午前10時～ 本会議（一般質問）

27（火） 午前10時～ 本会議（一般質問）

28（水） 午前10時～ 本会議（一般質問）

3

1（木）
午前9時30分～ 建設経済常任委員会

午後1時30分～ 厚生環境常任委員会

2（金） 午前9時30分～ 総務教育常任委員会

6（火） 午前10時～ 本会議（議案採決他）

7（水） 午前9時30分～ 予算審査特別委員会

8（木） 午前9時30分～ 予算審査特別委員会

9（金） 午前9時30分～ 予算審査特別委員会

詳しくは詳しくは詳しくは

当初予算への要望書を市長に提出

　決算審査特別委員会では、昨年度に引
き続き、議会改革の取り組みとして、決算
審査特別委員会等で出された意見を踏ま
え、下記の4事業について新年度当初予算
に反映されるよう11月2日に市長へ要望
しました。

1 職員研修の拡充及び専門職員の採用について
　市町村横並びの研修ではなく、甲斐市独自の研修を計画実施
することによって、職員の資質向上、専門知識の習得等を図り、
職員の専門性の向上や外部へ委託した業務をチェックできる
職員を育成し、外部委託の減少につなげていく必要がある。
　ついては、研修機会を増やすための予算計上を行い、職員の
スキルアップを図ることを要望する。
　また、必要な専門職員の社会人枠採用等を行い、専門分野の
充実を図っていくことを併せて要望する。

2 小学校の英語教育の向上について
　2020年度から新学習指導要領に基づく小学校の教科とし
て英語の授業が導入され、2018年度より移行期間が始まるの
で、英語教育を現状より充実させる必要がある。
　ついては、ALT（外国語指導助手）を増員する予算計上を強く
要望する。

3 「2025年問題」への早期対策の推進について
　ここ数年、甲斐市の高齢化率は年々1%ずつ増加している。
まもなく訪れる団塊の世代が75歳を超えて後期高齢者に達
し、国民の3人に1人が65歳以上、5人に1人が75歳以上にな
り、介護・医療費等社会保障費の急増が懸念される『2025年
問題』に対応するため、高齢者を地域で支えあう仕組みづくり
など早期の対策が必要となる。
　ついては、（1）地区老人クラブやいきいきサロンへの補助金
の増額、（2）認知症カフェの増設に向けた予算の確保、（3）民
生委員やボランティア団体など高齢者を支える方々への積極
的な支援体勢を要望する。

4 河川・水路の改良及び補修工事について
　市内の水路はもともと田んぼに対応した設計を基本として
いる。
　そのため、近年の集中豪雨に対し住宅が増えたことにより、
今まで田んぼで緩和されていた雨水は、水路の許容を超え溢れ
ることが多く、浸水リスクや水難リスクが高まっている。
　また、多くの水路は地方病対策としてつくられたものが多
く、水路の老朽化に対す
る対策を段階的に計画
していく必要がある。
　ついては、早急に対策
を講ずるための予算の
確保を要望する。

「マチイロ」で議会だよりを配信中
スマートフォンで議会だよりをご覧になれます。
　「マチイロ」は、自治体発行の広報祇などをスマートフォンやタブレット端末で見ることができる無料アプリです。

　「google play」か「Appstore」で「マチイロ」と
検索してダウンロード。

マチイロの始め方

月 日（曜日） 時　間 内　容

3

12（月） 午前9時30分～ 予算審査特別委員会

14（水） 午前9時30分～ 予算審査特別委員会

16（金） 午前10時～ 本会議（当初予算採決他）

保坂市長へ要望書を手渡す三浦進吾決算審査特別委員長

申し入れの様子

　9月22日、25日、26日にかけて南アルプス市議会議員（延
べ22名）が、今後に向けて、甲斐市決算審査特別委員会を視
察に来ました。
　議員は、特別委員会での質疑に熱心に耳を傾けていました。

南アルプス市議会議員が
決算審査特別委員会を視察

視察の様子

平成30年度

議会広報常任委員会よりお知らせ



1

不用品の買取・回収・販売
★ゴミの片付け・遺品整理も致します。

30

宮沢 栄滋　
［長塚］

　甲斐市の住人となり、41年が経ちました。近所
の皆様の助言を受けながら少しずつ地域に溶け
込んできました。製造業が生業でしたが、業界の
衰退も経験いたしました。現在は開放された安堵
の時間を北杜市内で稲作に励んでいます。
　さて、今年9月に地元の敷島南小学校が市の総
合防災訓練の拠点となりました。自衛隊の炊出し
班も出動した中、市の担当者から備蓄の説明を受
けましたが、食料は数百人分だけ、鍋釜はあるが
ガスは無し、発電機はあるが燃料は無く、他トイ
レの数は？など昨今災害が発生している中で大
変不安になりました。
　また、防犯対策にも積極的な対策が必要です。
地元では約10年前に自治会が主体の「ながつか
パトロール隊」が結成され、小学校の登下校時の
見守り、昼夜の防犯青色パトロール車巡回、消防
団の防火・防犯活動など地区民が一丸となって
取り組み、犯罪の防止や抑制に多大な効果を発揮
しています。公的機関では防犯カメラが常備され
ているようですが、公民館や民間協力施設などへ
のカメラ設置がありません。設置助成金や防犯団
体活動への助成金制度など新規施策をお願いし
ます。

伊藤 好子
［新居区］

　議会傍聴で感じたことは、市議会議員の方々の
質問事項が非常にわかりやすくいろいろ質問に
対して勉強し、真剣に頑張っているということが
伝わってきました。また、休憩時には市議会議員
の皆さんがとても和やかで、議会傍聴に行きやす
いとも感じました。しかし、女性議員が少ないこ
とがとても残念に感じ、もっといてもいいのでは
ないかと思いました。
　議会傍聴には何回か行っていますが、行く度に
傍聴者が多かったり少なかったりと疎らで、少な
い時にはとても寂しくなります。でも、足を運べ
る時にはなるべく行きたいと思っています。現在
は、インターネットやスマートホンなどでも議会
の内容を観られる時代ですが、他市のように甲
斐市でもテレビ放映をしてもいいのではないで
しょうか。傍聴席から生で見るのが一番ですが、
時間の取れない方や年配の方などの為にも、市議
会議員の皆さんが市民の暮らしの安全や暮らし
やすい環境にする為など、議会で活躍している姿
をテレビを通して観るのもいいのではないかと、
私は思いました。

災害や防犯対策の
拡充を

議会傍聴記


